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2.17. 鍵藤文化講H農による村づくりのための住民
意織鵠遊由大洋村健康づくりプロジェクト 10-
O石津波紘i，1I!i魂!蒋j芸人総懸りか 3、坂戸rt:lて4、
i武藤挙管j阜、松EB光生 2、持~æ守護革、久里子磁む 3
1大洋村村長、立筑波大体養子、 3筑波大 TAHA、4大洋村
役場、 UH葉大公衆衛生
{沼的}茨城県大洋村は人口約1.1万人の幾村である。その
うち 65議以上の高齢者は約 2600入、余人口の 22.4%を占めて
いる(討 9鱗査L全溺平均と比絞すると 5%以上もよ信!ってお
り、急速な務齢化が進んでいるととがわかる。いきおい、 i張緩
授や老人分綾紫の域i窃による慰政の諸悪化や、社会活力む低下が
鱗:怒されるg こうした背景から大洋村では、 i鍵康文化の急lj器j
を桧にハード・ソフト間態において金氏の綾鱗づくりに取り綴
んできた穆さもに合詩的的施策のお襲性から、 {;tfえの窓識やラ
イフスタイルの怒援と淡路策のai繍iを践的として、「村づくり
花関する窓識務登jを行った@
{方法}対象は村内の 20議"""80議代の成人男女 1，067名{成
人人告の 11.4%)であり、主に鍵E菜、スポ…ツ活動、食生活等
について集合i愛媛筒援法で行ったe
{持者議および考嬢}村司誌の鍵嬢綴については、 f大いに縫議j
fまあ鍵議tJを事わせて 84.8%と惑い穫を示した。この{痘は
総理府の rt本カ・スポ…ツに器号する世論線変J (H9.10実施〉
とほぼ潤じ傾向であるが、年齢}jIJに免ていくと、 i務鈴iこ怒るほ
どあまり健康でないという人の割合が高くなる世捻様変とは
異なる傾向が見られた。村氏のスポーツ活動について見ると宅
総去 1年間の溜動やスポーツの爽絡状説は、行った(3n%)、行
わなかった(59%)であった。行わなかった理的としては、{士事
が忙しかった(41.1%)、機会が無かった(21.9%)、などが大方を
占め、施設の有無を理臨にしている人は議めて少なかった。ま
た、今後運動やスポーツの5経緯綴援者は 54.6%と高い{誌を示
し、運動意欲が高いことが絡められた。その~的としては、体
力・緩燦づくり(68.4%)や運動不足発事務(49.1%)などの縫擦を意
織した穏践が高い離合を示した。義体的に実務したい犠EIとし
ては水泳(22.8%)とウォーキング(2L6%)が上授を示した。また、
総合畿燦線設 fとつぶ・さんて大洋1 (議泉、ブ…j仏トレー
ニングジム、鈎議等)を利用する人の溺合は約5割に達し、う
ち 50歳以上の人が7割を占めているという現状が訴された。
したがって本線綾捻高齢者の鑓燦づくり施設としての機銭を
十分に来たしていると考えられる診
{まとめ}本綴鷲結果を鍵まえて、今設は鍵療のために運動が
必嬰だと議機している人々を爽践に結びつけるためのソフト
の熊発が議まれる。さらに、健燦づくりに携わる人坊の育成も
怒務である合統持の躍動態殺を有効利用するための翻意工夫、
ならびに駕磁を日常的かつ気軽にできるハード・ソフトの開発
が線鑓になってきた。次のステッブとして滋銭授の議J点から路
震の鍔静籍金行うと共i之、将来的には遊撃さだけで主主く総合的な
礎鱗づくりシステムの開発が必饗となってくるs
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